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山梨県妙法銅鉱山附近の地句 (婆約)

4年大岳部品T

妙治謝鉱山は山製品西八代郡下部町境畑に位世し，交通の但1:'極めてよし、。この附近の地形を

みると南東部は岬蝶山系の高峻な山地が主主え‘西及び西北部は丘観性台地が広がっτいる。そし

て東部l:.lI!へ漸次尚まるなだらかな地形からなる。古関JIJや樹1"tJIJはこれらの山!閣を流れて常業

で官協しているg 本鉱床はこの両川にはさまれた山塊の三角点 44 5.9冊目西側に経胎している。

己申附近の地質は朗八代胤群。下部に当仏松問 1M!両氏Kよって.その放下部から古関JIJ.品

JjH.名ずけらtI.， Jij.こ整合的に猛っている.本調盆地域内の肘船主政のようになる。

ー岬横綱
jJt此 J国《

』段丘傑肘

イ和併尚氏岩崎
一之瀬晶i脳〈

l勝昌t泥緯刷(白色鋭正岩をはさむ)

，組踊岩質主主tK311F約制 ( 1 ) 

|抑制附

古尉 JIJ 以 IIJ <!t!l状広武岩熔岩刷

I j哩刷お質五正凶熔絹kJ (n) 

L杉111緑色泌氏応M

〈但し、古関川耕防の区分は筆者の制定による. ) 

古関川娘婿は主としてffif底噴出による俗治法び火山砕府岩り角慨品収岩からなり、総泊は地腐

の一員をなして政灰岩 と瓦属している。一之瀬泉胞はアルカリ火山世説灰岩と初唄抱場とからな

ゐ両府共に火成岩はアルヨ句"犬山性で附潟県憐附市西方の/.);草山 ・大崩や同北部の賎機山の組

組進性岩に飴似する。しかも大崩にみられる沸石占武岩と情j織に炭郎主を多量に気孔且び亀裂に

包含する。 これらの主な岩石は古凶;Ji J ~婦では;組問治償k.tt岩 ・ 側主玄武治 ー 剖欧側影百五氏持

・斑状普通直路.k~悩を主として瑚克也粒土官悌・安山岩質主武岩.即る粗削清・無斑状玄武岩

・組粒.t，"1lt:+i・組踊岩f・組岡持u微撹汚普通卸石玄武岩など、綴灰岩は角機I;I!'!(岩 ・緑色砂償凝

灰岩など;勝援犯泊廊ではO&!正色出岩・白色弱111tW!売岩を主とし亡白色鋭正.f}.緑色沼消・緑色

角鴎制足立言〈也剛泊質~.iI:tkï ・ 4七凶i脳jJ{安山岩を昔む〉・ ω'1'(石M43 ・媒邸主入寺崎町砂均

など・相平協民泊胤では)!;1.t;i.II.凶器貨安山岩をl"iり込んだ向岡弘政治である。また吉凶川JIl!ll.乙
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は鵜眠出4与し傭10-50'施、東西性と南北性で地腐簡に沿ったものが多く.租商岩・程位玄

武績を主とする。

これら岩石のうち古関川県周りものは他のもりより鞠亡変質していて多かれ4、かれヲ・ロピライ

トイとしている弘長石は比殴的新鮮で石韮は殆ど曹長石化している臥施品位余り変質していず

曹灰長石出多い。普通雌石は殆ど変質していないが、撤慌石はF古ど鉄サボナイト〈一部方梢方ま

たは緑泥石)t.:.;変っている。これらり岩石はドレライト組織を示す。変質の進んどものでは充!削

組織を示し殆ど鉄サボナイトによって兎損されている。地域的には境畑出最も変質しており.次、

いで~I;J II ・清沢あたりに拡っている。これらの〆リングフ並びプロピライトは越状都溢1M.>'側主

構溢を示す。前科百はめど緑泥石化している。

本鉱床はレシズ状乃至綬@体状富鉱体でW:~切に長〈、制，IJ的にば存し、品位113-5%土 cu

りものが多い。母岩は抑右ヲーロピライトイヒしてりも、 ζれ，らのi4縦や毒~/阜の中をi凪った鉱椛に

よって鉱体を経胎し，，~銅鉱化作用を受けた。 11[ 1乙一部で殴化作用を焚けよヒ。そりため金属の酸化

物や硫化物出そこに肝胎したのである。史に地質精活的に本鉱床のあり方をみると.この附ilIl1.

走'")N W. 同制 40・iり福幽をなし常識酎W;;t;を泊り東~t;ljIこのひ E古~III ・栃代川l出にはさま

れる小山塊の局税を通る背剥蛸があり、モの誕は西由t，.こ 40"士、南側に70"土り愉制をなす。 ζれ

に境細か，，1古沢へ走る小さな背制醐があって鋭角に斜交し、こりこ背剃輔の災備に'U縦を生じ.

己の地敏治咋調査区械内では地I'l総造的に比般的使雑であるため、は成がここに上鼻L-.陶主主

武岩熔れがここで~H岩をなしているためての下にある組個持質主Jtl惚熔岩の中山事造部散して!Il;

染鉱床を形成したのである。このニ背樹高取宜の形成後、北11)-上泊タ道断層が形成さ11.、吹いで

栃代川沿いの霊ilI.断liilゃ一之噸ト y ネル近くLみられる正出11.掛か形成された。これらの断層によ

って本鉱床医胎地犠出回まれて凹んだのである。

それ故、捺自主に際してはe闘の近くで二背斜輸の鋭角掛聞紙、同1ち成車協をも含めて小さな

背斜舶のある筑畑の北側丑ひ宵飢並びに清沢西方の北側及び南側に官低体出賦存いその附近

~O宵離視される。

なお鉱山当局者・竹内世生・絞品先生の押t首噂並びに仰珪幼を!1Ii樹します。
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